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C.食 用 キ ノ コ類 の 生産 と流 通 に関 す る研 究

吉 良 今朝芳

わが国の食用キ ノコの うち人工的に栽培 してい る代表的な ものには、椎 茸、 ナメコ、 エ ノキ

タケ、 ヒラタケ(通 称 シメジ)、 キ クラゲ等があ る。 これ らのキ ノコ類は、経営の如何 によ っ

ては、高収益が期待 され る商品作物であ り、 また比較的短期 に換金 で きる林産物で あって 、農

林家 の経営安定に寄与す ることがで きる。

近年 、食用 キノコは、食生活の向上 と多様化 とい う一般 的な趨勢 につれ、 消費は年 々大 衆化

の傾 向をた どってい る。 と くに、 キノコ類の 自然食品、健康 食品 としての評価は高 く、 その需

要は増大す る傾向に ある。

しかし、一方では、 原木 の不足 と原木価の上昇、労賃の高騰、雑菌の発生、価格変動 の著 し

い ことな どキノコ産業の経営 にとって、厳 しい状況 も現われつつあ る。 したが ってキ ノコ生産

の今後の振興 には、慎重 な配慮 と計画の樹立が必要 になって きてい るとい えよう。

そ こで、昭和49年 度は、 これ までの 「椎茸 の生産 と流通に関す る研究 」に引 き続 き、九州

地方におけ るエノキタケ、 ヒラタケ、 ナメコな どの生産 および流通 に関す る調査研究 をおこな

った。

その成果の1部 は 「キ ノコ産業の現状 と振興策 」(大 分県大 山町=大 分県 日田郡大山町農林

業診 断報告書)お よび 「特用林産振興計 画 」(林 野庁:森 林地域保全開発調査)に 発表 した。

1.シ イ タ ケ の 品 種 別(系 統)発 生 量 試 験

は じめに

純粋培養に よるシイタケ品種は市販 されてい るものに限定 してみて も百数十種類 を数 え

ることがで きる。 これ らの品種間には発生量、発生時期 、発生の早晩な どが地域 によ って

差異が あると考 え られ るが、 これ らの諸関係 を現地的に解明 した試験はあま りみあた らな

い。

そ こで この試験ではM社 が市販 してい る代表的な4品 種(系 統)を 選んで品種問の ①

発生量 ② 発生時期 ③ 発生の早晩な どの特性 を明 らかに した もので ある。

測定 にご協力い ただいた矢 山哲也氏(九 州大学演習林職員)に 深甚の謝意 を表す る。

1)試 験の概況

試験地 の設定:福 岡県粕屋 郡久 山町久 原



2)

矢山繁氏所有 山林 スギ10年 生 林分内

標高50m、 平 坦地

試験 の方法

(1)原 木 の伐 採および植菌

ア.原 木 の伐 採:44年11月 初 旬

イ.植 菌:45年2月 中旬

(2)供 試 材料

ア.樹 種=ク ヌギ

イ.滑 木の 長 さ:120cm

ウ.禍 木の径級=表 一1

表 一1禍 木の径級

3)試 験 の 結 果

表 一2,表 一3の と お りで あ る。



表 一2(a)種 菌 別椎茸の発生量



(単 位=個 数:個,重 量=夕)



表 一2(b)



一67一



表 一2(c)



一69一



表 一2(d)



一71一



表一3種 菌別乾燥歩止り



2.家 庭 用 キ ノ コ原 木 の 生 産 に 関 す る 一 考 察

家庭 用キノコ(椎 茸)生 産は国内需要の増大 と くに個人所得 の増加 と食生活の向上、 さ ら

には椎茸の もつ栄養的、薬用的(コ レステロー ルの降下作 用、 制癌 作用)価 値が周知 されて

きた こと もあ って年 ごとに上昇をみ るに至 った。

なかで も家庭用 キノコ生産意欲の増 大は主婦の高物価、公害食 品の追放 か ら派生 した感が

あ り、鮮度の高 い 自然食品、よ り安 い品物を追求す るとい うと ころに本来 的な目的が あ ると

い えよつ。

したが って、家 庭用キ ノコの生産は この 目的にそ う形で考慮 さるべ きものであ る。

そ こで、まず第1に 、 乾椎茸生産、生椎茸生産、家庭用 と3つ の形態 について標準的 な収

穫量 とCostを 算 出してみ ると第1表 の とお りである。

第1表 椎茸生産の形態別標準指標

1)計 算の基礎

(1)乾 椎 茸

1㎡ 当 り収穫量14.02Kg

lKg当 り市場価格3,000円

1㎡ 当 り販売価格42,060円

1㎡ 当 り生産 費28,180円

企業 利潤13,880円

企 業 利潤率33.0%

生 産 費内訳

原料費43,2%(12,174円)



労 働 費31.4%(8,848円)

諸 経 費25.4%(7,158円)

禍 木 造 成 費 生 産 費 の56,1%(15,809円)

(2)生 椎 茸

1㎡ 当 り収 穫 量67.3gKg

lKg当 り市 場 価 格816円(第2表 参 照)

1㎡ 当 り販 売 価 格54,990円

1㎡ 当 り生 産 費43,277円

企 業 利 潤11,713円

企 業 利 潤 率21.3%

生 産 費 内 訳

原 料 費34.3%(14,844円)

労 働 費35.2%(15,234円)

諸 経 費30.5%(13,199円)

禍 木 造 成 費 生 産 費 の43.5%(18,825円)



第2表 生椎茸月別入荷量 ・金額(福 岡市場)

(3)家 庭 用 キノ;

iMS当 り収穫量(推 定)53.91Kg

構 木 造成費(1㎡)2o,ooo円

企 業利潤率25.0%(5,000円)

構 木原木の販売緬格25,ooo円

1本 当 り価格(1M)/100本)250円

1K評 当 り収穫原価464円(市 場 懸格 の56.9%)



2)家 庭 用 キノコ原木の適性

家庭用 キノコ原木の適性は一般 に事業 的な乾 ・生椎茸生産 原木 に比較 して厳 しい。 その適

性としては、つ ぎの3点 をあげ ることがで きる。

(1)原 木 の樹種

栽培者が経験の ない素人であ るため、栽培管理 が容 易にで き、短期に子 実体 が発生す る

原木でなけれ ばな らない。 と くに栽培地が都市で 自然的環境の あま りよくない地域であ る

ため、子 実体 の発生 が比較的容易で、剥皮 し難い樹種の選択が必要であ る。 したが って最

適樹種は コナラ、 シデ類であ り、つい で クヌギ、 ク リな どの順 である。

(2)原 木 の径 級 と長 さ

取 り扱いが便利な大 きさの小径 木(直 径7～15cm)で 、 長 さは1m程 度の ものである

こと。

(3)完 熟禍 木 と初期発生の確認

禍 木の成熟度 を検査 し、完熟 してい る原木で、初期 の発生 が確認(芽 切 り)さ れ てか ら

販売 しなけれ ばな らない。
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